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抄録 

 子ども計画づくりの定着や子育て支援サービスの拡大にも関わらず，子どもの貧困や虐待など子

どもを取り巻く地域の課題は深刻化している．こうした状況に対して，地域における子ども支援専

門職や地域住民などが，子どもの生活圏を基盤として問題把握に取り組み，その解決策を導き出す

取り組みが求められている．本研究では，その方法としてコミュニティワークの初期段階に位置す

る地域アセスメントに着目し，先行する地域アセスメントシートの検討などを通して，子どもの権

利を基盤とする地域アセスメントシートの作成に取り組んだ．その結果，「基本設定」「地域指標」

「子どもの生活指標」によって構成される「地域アセスメントシート」，および把握された課題を

整理し支援計画を導き出すための「課題整理シート」とそれぞれの活用方法を明らかにした． 
 

１．研究の目的 
 子ども福祉領域における自治体子ども計画の定

着によって，5 年毎にニーズ調査に基づく子ども

支援計画が策定されている．現在，こうしたプロ

セスを経てつくり出されたサービスが数多く存在

するにも関わらず，必要な支援に結び付かず地域

で孤立した子どもや子育て家庭が数多く生じてお

り，子ども虐待や貧困問題の深刻化，地域におけ

る子どものマイノリティ化が進んでいる． 

 その背景には，中央官庁から降ろされてくる法

定サービスに問題を当てはめて解決を促そうとす

る手法の問題，さらに公的支援機能が集約される

ことでかえって市民社会によるインフォーマルな

支援が退却してきた問題などが考えられる．子ど

もにとってより身近な地域レベルから問題を把握

し，その解決策を導き出していくことが必要であ

り，その方法としてコミュニティワークに着目す

ることができる．コミュニティワークを実践する

上で，地域の課題や強みなど支援計画の基礎資料

を把握する地域アセスメントの取り組みが重要で

ある．しかしながら，これまで子ども支援を目的

とする地域アセスメントおよびその方法論の蓄積

は十分に行われてこなかった． 

 子ども支援を視野に入れた既存の地域アセスメ

ントシートとして，高度経済成長期直後に，子ど

も固有の問題把握を企図して発表された，①子ど

ものシビル・ミニマム指標[1]および②子どもの生

活圏指針[2]，課題解決を後押しする地域の強みの

把握を企図した③地域福祉のアセスメントシート
[3]，子どもの権利内容の具体化を目指す④子ども

にやさしいまちアセスメントツール[4]を取り上げ，

分析を行った．その結果，子ども・家庭支援に向

けた地域アセスメントを展開する要件として，①

問題状況等を可視化させることに寄与する指標

（問い）を設定するということ，②子どもや家庭

の生活状況等を正しく把握し，解決策に結び付け

ていくための実践方法を工夫することを確認する

ことができた． 

 前者に関して，何をもって子どもたちを取り巻

く問題状況と見なすのか，逆に言えば子どもにと

って善い（ふさわしい）状況とは何か判断するた

めの基準が問われてくる．すなわち，アセスメン

トの指標またはその使用方法に，望ましさ（また

は善さ）に関する価値によって基礎づけられた指
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標（問題をあぶり出す“問い”）を盛り込むことで，

これまで人びとの目に十分映し出されてこなかっ

た問題状況を可視化していくことにつながるので

ある． 
 次に，後者に関して，どのようにしたら地域に

おける子どもや家庭の生活実態を正しく把握でき

るのか，さらに，その取り組み自体が子どもに望

ましい地域づくりに結実するような工夫された方

法を用いる必要がある．子どもの生活圏指針の基

本的条件には，特定の子ども（子どもの発達段階

や生活している子どもの様子）を想定して指標を

用いること，関心を同じくする複数の人びとが集

まって討論することの大切さが示されていた．ま

た，子どもにやさしいまちアセスメントツールに

関して内田塔子は「地域に住むおとなや子どもが，

ファシリテーターの支援のもとにグループディス

カッションを行いながら」取り組むという方法に

着目している［5］． 

 以上のような要件を考慮して，本研究は子ど

も・家庭支援に向けた「地域アセスメントシート」

とその方法，および把握された課題を整理し，支

援計画に結び付けていく「課題整理シート」とそ

の方法について明らかにする． 
 

２．研究の方法 
 本研究では以下の手続きに基づき，シートの作

成に取り組むこととした．アセスメントの指標は，

「子どもの権利に関するグローバルスタンダード

である子どもの権利条約」[6]の趣旨に則った内容

にする必要がある．さて，児童福祉（子ども家庭

福祉）が対象とする生活（Life）という用語は，も

ともと生命・暮らし・人生という複合的意味合い

を内に含んでいるが，その内容に子どもの権利条

約の趣旨を反映させ，子どもにふさわしい生命・

暮らし・人生の状況としてあらわすと，表 1 のよ

うに定義することができる． 
 
 

 

 
 

 

 
 

 

 

表１．子どもの生活概念 

（子どもにふさわしい生命・暮らし・人生の状況） 

①生命…かけがえのない生命であり固有の物語

を生きる存在である子ども一人ひとりを

慈しみ尊重していくこと． 
②暮らし…子どもの育ちに欠かせない衣食住等

の生活財や環境の豊かさを確実に途切れ

ることなく整えていくこと． 
③人生…子どもがこれからの人生を主体的に生

きていくため，他者とのつながりなど生き

ていく糧となる出来事を育んでいくこと 
 

 以上のような子どもにふさわしい状況を具体化

するために，地域でどのような条件を整えていく

必要があるのか．このことに関して，子どもの権

利内容（子どもの権利条約条文）［7］を参照し，項

目化を図ることにより「子どもの生活指標」を作

成することとした．さらに先行研究（先述した 4

種類の地域アセスメントシートとその方法）の検

討を通して，その他の関連する指標を作成するこ

ととした． 
 

３．結果 
 以上のような手続きを通して作成した子ども・

家庭支援に向けた地域アセスメントシート（基本

設定，地域指標，子どもの生活指標の 3 つのパー

トで構成），および課題整理シートとその方法を以

下に示していく． 
 
３-１ 基本設定 

 基本設定項目として，「地域アセスメントの目

的」「対象とする地域圏域」「想定する子どもの特

徴（課題属性・対象年齢・家庭状況等）」「地域ア

セスメントの方法・工夫」，備考欄を設けている．

地域アセスメントの実践者は，子ども家庭支援の

専門職のみならず，子ども本人や子育て当事者，

さらに関心のある地域の人びとである． 
 地域アセスメントの実施に先立って，地域の特

徴や子どもの生活実態を適切に把握する工夫など

について話し合う際に使用するシートであり，①

対象とする地域圏域を限定すると同時に，特定の

子どもの様子を具体的に想定して臨むこと，②子

どもに寄り添う一貫した姿勢を保ち，効果的なグ

ループワークの活用や対話（dialogue）を基調とし

た話し合いに努めることが求められる． 
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表２.基本設定シート 

 年   月   日 

・地域アセスメントの実践者（メンバー）： 
 

・地域アセスメントの目的： 
 
 

・対象とする地域圏域： 
 
 
・想定する子どもの特徴（課題属性・対象年齢・家庭状況他）： 
 
 
・地域アセスメントの方法・工夫： 
 
 
＜備考＞ 
 

 

３-２ 地域指標 

 地域指標の目的は，子どもの生活状況に直接

的・間接的に影響を与えている地域社会の特徴を

把握し，その後の効果的な課題解決・改善活動の

手がかりを取得することである．地域指標項目と

して，「地域の特徴（基本統計・物理的特徴・歴史

他）」「社会資源の状況（公共施設・サービス，お

よび住民組織・市民団体・人材・生活関連産業等）」

「主な地域課題」，備考欄を設けている． 
 

表３．地域指標シート 

年   月   日 

・地域の特徴（基本統計・物理的特徴・歴史他）： 
 
 

・社会資源の状況（公共施設・サービス，および住民組織・市民団体・人材・生活関連産業等）： 
 
 
 
 

・主な地域課題： 
 
 
 

＜備考＞ 
 

 

３-３ 子どもの生活指標 

 子ども・家庭支援に向けた地域アセスメントシ

ートの中心が子どもの生活指標であり，その目的

は，対象とする地域生活圏における子どもの生活

実態を把握することである．子どもの生活指標項

目は，子どもの生命の保障に関する 4 項目，子ど

もの暮らしの保障に関する 4 項目，子どもの人生

の保障に関する 4項目の全 12項目によって構成さ
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れている． 
 子どもの権利を基盤とする子どもの生活指標は

普遍的性格をもつ一方で，ここに提示した状況を

具体化する手段は，地域社会（子どもの地域生活

圏）の特徴によって当然違いが生じることとなる．

そのため各項目の問いは実践者による考察の余地

を残した表現となっている．対象とする子どもや

地域の様子を具体的に思い描き，子ども参加のフ

ィールドワークやグループヒアリングなどを用い

て取り組むことが大切である． 

 それぞれの指標の問いに対して，「可能である」

「不十分である」「不可能である」の３段階で評価

し，そのように判断した根拠を過不足なく記述す

る必要がある．具体的には，各指標に示した内容

が可能になっていると判断した根拠，またはそれ

が不十分・不可能な状態であると判断した根拠を，

「子どもがその身を置く状況」「子ども自身の体

験していること」「子ども自身の気持ちや考え」な

どの観点から把握・分析することが望まれる． 
 

 
表４．子どもの生活指標シート 

年   月   日 
 

子どもたちが生きている状況を 
点検する指標 

点検基準とその根拠（コメント） 
可 能である○ 
不十分である△ 
不可能である× 

・子どもがその身を置く状況，・子ども自身の

体験していること，・子ども自身の気持ちや考

え等の観点から左記のように判定した根拠 

１．子どもの生命…かけがえのない生命であり固有の物語を生きる存在である子ども一人ひとりを慈し

み尊重していくこと 

1－1子どもがその生命や存在（アイデン

ティティ）を脅かされる状況（例えば，

虐待・暴力，いじめ，差別，ネグレク

ト・孤独，過干渉・管理，危険・脅威

等）に陥っていないか 

 
 
 
 

 
 
 
 

1－2生命や存在が脅かされる危険にある

とき，子ども自身で助けを求めること

のできる身近な支援者や救済機関（子

どもオンブズマン等）が確保されてい

るか 

 
 
 

 
 
 

1－3子どもの身近なところに，伸び伸び

と遊び，自然に触れ，ゆっくり休息を

取るなど，自分らしく・安心して過ご

すことのできる場所（地域の拠点）が

十分に確保されているか 

 
 
 
 

 
 
 
 

1－4地域の人びとによって日頃から，さ

まざまな子どもを決して排除すること

なく，あたたかく見守り包摂していこ

うとする態度や取り組みが行われてい

るか 

  

２．子どもの暮らし…子どもの育ちに欠かせない衣食住等の生活財や環境の豊かさを途切らすことなく

確実に整えていくこと 
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2－1子どもは栄養のある食事，安心して

過ごすことのできる住居，年齢に応じ

た日用品等が与えられるなど，身近な

保護者や地域の人びとによって大切に

育てられているか 

  

2－2子どもの身近な保護者による安定的

な養育能力（基本的ケア・情緒的温か

さ・刺激等）が確保されているか．ま

た，そのために必要な支援を受けるこ

とができているか 

  

2－3子どもはさまざまな情報に触れ，ま

た望ましくない情報から守られるな

ど，有意義な情報に接する機会が与え

られ育つことができているか 

 

  

2－4子どもの地域生活圏は，自然に触れ

たり，スポーツや文化活動に取り組め

るなど，子どもにとって実りの多い魅

力的な場所となっているか 

 

  

３．子どもの人生…子どもがこれからの人生を主体的に生きていくため，他者とのつながりなど生きて

いく糧となる出来事を育んでいくこと 

3－1子どもは自らの価値観の広がりに寄

与するような，多様な人とのつながり

（異年齢集団，異文化・他宗教他）に

触れる機会をもって生きることができ

ているか 

 
 
 

 
 
 

3－2子どもの身近なところに子どもの思

いや考えを受け止め，その声を聴こう

とする人びとや場面があり，子どもは

自分の意見を伝え，考えを表現するこ

とができているか 

 
 
 
 

 
 
 
 

3－3子どもが物事を自分で決めたり・大

切な決定に参加するなど，主体的に活

動して生きていくことのできる場面が

十分に確保されているか 

 
 
 

 
 
 

3－4子どもは自分がその時にやりたいと

思ったことをあきらめることなく取り

組み，日々成長していることを実感し，

おとなになることへ希望を抱くことが

できているか 
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３-４ 支援計画に向けた課題整理 

 地域アセスメントを通して把握された調査結果

は，課題解決・改善に向けた次のステップにおい

て活用しなければならない．それでは多種多様な

情報を支援計画づくりに向け，どのように整理す

ることができるだろうか．課題整理に向けたフレ

ームワークとして活用するシートが課題整理シー

トであり，「課題番号」「課題タイトル」「把握され

た課題内容の要点」「課題内容とその根拠（現状分

析）」「目標設定」「課題解決の手がかり」の項目に

よって構成されている．課題整理シートは，言わ

ば相互に関連しあった問題群を切り分けると同時

にそれらを課題解決の手がかりと関連させ，一つ

ひとつ課題タイトルを付して整理するシートであ

る． 

 
表５．課題整理シート 

年   月   日 

課題番号： 
 

課題タイトル： 
 

把握された課題内容の要点（子どもの生活指標の観点から） 
 
 

課題内容とその根拠（現状分析） 目標設定 

（子どもがその身を置く状況について） 
 
 

 
 

（子ども自身の生活体験について） 
 
 

 

（子ども自身の気持ちや考えについて） 
 
 

 

課題解決の手がかり（子どもの生活指標・地域指標，および活動自体からの手がかり） 
 
 
 

 

４．おわりに 
 子ども・家庭支援に向けた地域アセスメントシ

ートは，現場において実際に用いられ，子どもが

生きている状況の改善に寄与してこそ本当の価値

が生じる．本研究と関連した研究成果［8］［9］が，

子ども支援の現場における学習会の資料として活

用されているが，今後，そうした現場の意見と同

時に子ども本人の意見を汲み取り，実践例などを

加味した内容に改善し，より使いやすく有効な方

法論として提示することを目指したい． 
 
 
 

 
付記 
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Abstract 

Child poverty and child abuse are getting intensified in spite of expansion of child plan forming and family 
support service. Community workers and social workers for the children works on problem grasp based on 

child's range of livelihood and derives the countermeasure are desired. I aimed at the community assessment 

which is the early stage of the community work and worked on making of existing community assessment 
seat based on child's right through consideration of an area assessment sheet by this research. Community 

assessment is part of a process used to plan child friendly policies. As a result, I designed the community 

assessment sheet including child's index of living condition and the problem arrangement sheet. 
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